
　
「
先
軍
政
治
」、
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
の

は
、
２
０
０
２
年
９
月
、
小
泉
首
相
（
当

時
）
が
訪
朝
し
、
金
正
日
総
書
記
と
会
談

し
た
時
だ
。

　
す
べ
て
に
お
い
て
軍
事
を
優
先
し
、
朝

鮮
人
民
軍
を
社
会
主
義
建
設
の
主
力
と
み

な
す
政
治
思
想
で
あ
り
、
金
日
成
が
唱
え

た
主
体
思
想
（
チ
ュ
チ
ェ
思
想
）
と
と
も

に
、
指
導
思
想
と
し
て
北
朝
鮮
憲
法
に
明

記
さ
れ
て
い
る
。
民
の
生
活
を
犠
牲
に
し

た
政
治
思
想
で
あ
る
。

　

小
泉
訪
朝
か
ら
約
２０
余
年
を
経
た

２
０
２
３
年
の
夏
、
米
国
の
対
中
包
囲
網

下
で
の
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
網
設
置
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
取
得
、
軍
事
費
の
増
大

等
々
、
日
本
も
す
べ
て
に
お
い
て
軍
事
を

優
先
す
る
先
軍
政
治
に
陥
っ
て
い
な
い
か
。

　
始
ま
り
は
、
２
０
１
４
年
７
月
１
日
の

閣
議
決
定
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
、
翌
１５
年
９
月
１９
日
、
安
保
関
連
法
案

の
強
行
採
決
だ
。
専
守
防
衛
の
安
全
保
障

政
策
を
国
会
で
の
熟
議
も
な
い
ま
ま
で
大

転
換
し
た
。「
安
全
保
障
を
巡
る
環
境
の

変
化
」
が
理
由
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
背
景

に
は
米
国
の
政
策
が
あ
っ
た
。

〈
日
本
の
新
た
な
安
全
保
障
政
策
は
、
数

年
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
も
の

だ
。
防
衛
費
の
増
額
や
日
本
の
防
衛
態

勢
の
変
化
は
前
例
の
な
い
も
の
で
、
ワ

シ
ン
ト
ン
で
は
非
常
に
歓
迎
さ
れ
て
い

る
〉〈
今
の
米
国
に
は
深
い
レ
ベ
ル
で
日

本
へ
の
信
頼
が
あ
る
。
こ
う
し
た
信
頼

は
、
日
本
が
安
全
保
障
関
連
法
や
特
定

秘
密
保
護
法
の
制
定
、
国
家
安
全
保
障

会
議
の
創
設
な
ど
の
努
力
を
積
み
重
ね

て
き
た
結
果
で
あ
る
〉

（
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
元
米
国
家
安
全
保
障
会
議
東

ア
ジ
ア
部
長 

２
０
２
３・１・６
毎
日
新
聞
）。

日
本
に
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
迫
っ

た
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
元
米
国
務
副
長
官
は
、

安
倍
政
権
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に

つ
い
て
、「
日
本
の
対
応
は
大
き
な
一
歩

だ
と
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
完
全
で
は
な

い
。
日
本
が
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
す

る
の
に
賛
成
だ
」（
２
０
１
８・４・２４
朝
日
新

聞
）
と
更
な
る
要
求
を
し
た
。

　
２
０
２
２
年
１２
月
、
岸
田
政
権
は
反
撃

能
力
の
取
得
、
軍
事
の
大
幅
増
額
を
盛
り

込
ん
だ
安
保
関
連
３
文
書
の
改
訂
を
閣
議

決
定
し
た
が
、
同
年
５
月
２３
日
、
す
で
に

岸
田
首
相
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
事
前
報

告
し
て
い
た
。
閣
議
決
定
、
国
会
で
の
熟

議
の
前
に
米
国
に
報
告
（
注
進
）
と
い
う

安
倍
政
治
の
手
法
が
踏
襲
さ
れ
た
。

　
今
、
メ
デ
ィ
ア
に
「
台
湾
有
事
」
の
語

句
が
溢
れ
て
い
る
。「
２
０
２
５
年
ま
で

に
台
湾
有
事
が
起
こ
り
得
る
」
と
い
う
米

軍
の
内
部
文
書
が
１
月
２７
日
の
米
N
B
C

ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
も
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
「
情
勢
」
に
対
し
て
岩
屋
毅
元
防
衛
大

臣
は
、
前
記
米
N
B
C
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道

に
つ
い
て
「
危
機
感
を
持
つ
こ
と
は
大
切

で
す
が
、
留
意
す
べ
き
は
こ
の
種
の
話
は

軍
関
係
者
か
ら
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

米
政
界
か
ら
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
の
で

す
。
軍
拡
競
争
の
果
て
に
よ
り
良
い
国
や

世
界
が
で
き
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
ま

せ
ん
。
会
っ
て
、意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
、

緊
張
は
緩
和
さ
れ
る
の
で
す
。」（
６・１４
毎

日
新
聞
夕
刊
）
と
語
る
。
そ
し
て
、「
国
の

安
全
保
障
政
策
は
外
交
や
経
済
安
全
保
障

を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
、
軍
事
面
や
軍

事
技
術
に
と
ら
わ
れ
た
議
論
で
は
大
局
を

誤
る
」（
２
０
２
０・
８・
２０
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

　
そ
う
、
ま
ず
会
っ
て
話
す
こ
と
だ
。
先

軍
政
治
で
は
民
の
生
活
は
守
れ
な
い
。

う
ち
だ 

ま
さ
と
し
／
弁
護
士
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内田 雅敏

先
軍
政
治
で
は

民
の
生
活
は
守
れ
な
い


